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はしがき

東京女子医科犬学心臓血管外科 松材剛毅

心臓血管外科領域だけにかかわらず、 外科系の多くの科淋手術の

際 に血管 の 処 置・ 修復 に携 わって いる。 動 脈 硬化 に より瘤 化 ・狭 窄

した血管、 癌細胞の浸潤を受けた血管、 小児患者において先天的に

欠損 して い た血 管 な どカミ治療 の対 象と なる。 これ ら に関 して我々 外

科医は、 できる限り自已血管組織を温存し修復する治療戦略を立て

るが、 そ の 多くカ
ミ未 遂に 終わり、 結 果と して 異物 であ る人 工 血管 に

よる置換を選択せざるを得ないケースに直面する。 人工血管の問題

点とは何か。 最も注胃されてきたのはその生体適合性であると思わ

れる。 人工血管という異物に対する生体内の拒絶反応を景小限にと

どめ、 自已組織化できるかという問題点は、 血管内腔の血栓形成や

狭窄 の過 程 に密 接 に 関連 し、 さ らに は劣 化・ 看灰 化 と して示 さ れる

人工血管の耐久性へと結びつく。 このような問題点を解決すべく、

約５０年に渡り世界中で理想的な人工血管の研究カミ進められてきたも

のの、 未 だ 理想 的 な補填物 の開発 に は達 してい な かった。

近年、
「再 生 医療」 と いう言 葉熊 紙 面で 多く 取り 上 げら れて いる。

実際の医療現場においても各科で盛んに応用され、 この分野の研究

は今まさド目進月 歩である⑪ 自已の持つ修復機能を利用 したこれら

の新 しい 医療 は、 患者 本人 に対 する侵 襲、 安 金性 だけ でなく、 この

行き 詰っ た 医療 経済 への ブ レイ クス ル ーと して も 注目 されて いる。

１９９３ 年、 Ｌａｎｇ⑧ｒ らカ
ミ提 唱 し た 組 織 工 学 （Ｔｉｓｓ鵬 亙ｎｇｉ鵬ｅｒｉｎｇ）

という概念は、 吸収遠度の制御が可能な生分解性ポリマ㎞を足場を

し、 そこに生着した細胞から員的組織を作製するという研究分野で

２



あ る。
Ｔｉｓｓ鵬 Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ に よ り 得 ら れ た 再 生 組 織 の 最 犬 の 利 点 は、

播種した細胞の成長に伴い、 その組織構造を担っていたポリマーは

完全に分解吸収され、 移植後長期的には異物淡残存 しない自己組織

に 置き 換わ る とこ ろ にある。 つ 漢り、 生体適 合 性と い う重 要 な因 子

を兼ね備えた理想的な生体材料が得られる可能性カミ秘められており、

それを目指す多犬な研究者の熟意により、 本邦でもこの分野はここ

１０ 年 で急速 に発 展 し淀。 現在 は、 Ｔｉｓｓｕ棚 ｎｇｉ鵬 艶ｉｎｇ の技術 を用 い

て得 られた再生組織の質を高める研究が進められている。 形態的だ

け でなく、 機 能的 にも 自已 組織 に類似 した血 管カ
ミ
、 より 早く、 より

低侵襲で作成できることが求められる。 内皮や血管平滑筋の成長を

より強く促せるようなポリマーの開発、 組織成長段階のメカニズム

の解明 な ど多く の報告カミされ ている。

我々 は２０００ 年 ５月、申囚径 再生血 管の 臨床 応用 を 世界 に究 駆 け成

功し良好な結果を得だか、 臨床応用や基礎実験 によって得られたこ

れ らの多く の経 験 を発 信 ・報 告 していく 義 務カミあると 思 われ る。 再

生血管分野のさらなる発展の一役を担完るよう今後も努カ していき

た いむ

３
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Ｓｕｃｃｅｓｓｆｕ１ ａｐｐ１ｉｃａｔｉｏな ｏｆ ｔｉｓｓｕｅ ｅｎｇｉなｅｅｒｅｄ ｖａｓｃｕ１ａｒ

ａ口ｔｏｇｒａｆｔｓ： ｃ１ｉｎｉｃ８１ ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅ Ｂｉｏ㎜ａｔｅｒｉａ五ｓ２迅： ２３０３－２３０８．
２００３

１２
．
洲ａｔｓ 峨ｕｒ８ Ｇ，

Ｓａｃｈｉｋｏ Ｍｉｙａｇａｗａ－Ｔｏｍｉｔａ，
Ｓｈｉ晦
’
ｏ次ａ Ｔ，

Ｉｋａｄａ Ｙ，

Ｋ以ｒｏｓａｗａ Ｈ Ｆｉｒｓｔ Ｅｙｉｄｅ乃ｃｅ Ｔｈａｔ Ｂｏｎｅ Ｍａｒτｏｗ Ｃｅ１１ｓ Ｃｏ幻ｔｒｉｂｕ１二ｅ ｔ０

１二ｈｅ Ｃｏηｓ１ｘｕｃｔｉｏｎ ｏｆ Ｔｉｓｓ㍊ｅ－Ｅｎｇｉｎｅｅｒｅｄ Ｖａｓｃｕ１ａｒ Ａ篶ｔｏｇｒａｆｔｓ Ｉむ

Ｖｉ∀ｏ Ｃｉｒｃ篶１ａ１；ｉｏη１０８： １７２９－１７３４． ２００３

１３． Ｉｓｏ鯛 棚 ，
Ｙ
，
Ｓｈｉｎ
’
ｏｋａ Ｔ，

Ｍａｔｓ ㎜ 雌 ａ Ｇ，
服 航 列ｏ Ｎ，

Ｋｏな ㎜８ Ｔ，

洲ａｇａｔｓｕ Ｍ
，
Ｋｕｒｏｓａｗａ Ｈ

，
Ｂｘｔｒ８ｃ８㌻ｄｉａｃ ｔｏ尤ａ１ ｃａｖｏｐむ１棚ｏむ８ぶｙ

ｃｏｎなｅｃｔｉｏｎ 独ｓｉｎｇ ａ ｔｉｓｓｕｅ－ｅｎｇｉ烈ｅｅｒｅｄ ｇｒａｆ充 Ｊ Ｔｈｏｒａｃ Ｃａｒｄｉｏ∀ａｓｃ

Ｓｕｒｇ １２６：１９…三…８－１９６２．
２００３

６



１４
．
Ｍａｔｓむ搬ｕｒａ Ｇ，

Ｓｈｉｎ
’
ｏｋａ Ｓ篶ｃｃｅｓｓｆｕ１ Ａｐｐ１ｉｃ８ｔｉｏ峨 ｏｆ Ｔｉｓｓ篶ｅ

Ｅｎｇｉｎｅｅｒ⑧ｄ Ｖ８ｓｃｕ１ａｒ Ａｕｔｏｇｒａｆｔｓ； Ｃ１ｉ双ｉｃａ王 Ｅｘｐｅ㌘ｉｅｎｃｅ，

Ｂｉｏ滋ａｔｅｒｉａ１ｓ ２００３ ； ２４：２３０３－２３０８

１５
．
Ｓｈｉ烈
’
ｏｋａ Ｔ Ｔｉｓｓ以ｅ ＥＲｇｉｎｅｅｒｅｄ Ｈｅａｒｔ Ｖａ１ｖｅｓ二 Ａリｔｏ１ｏｇｏｕｓ Ｃｅ１１

Ｓｅｅｄｉｎｇ ｏｎ Ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂ１ｅ Ｐｏ１ｙ獅ｅｒ Ｓｃ８ｆｆｏ１ｄ Ａｒｔｉｆｉｃｉａ］一

〇ｒｇａｎ２００２； ２６：５２２－６
受

１６
．
Ｎ８ｉｔｏ Ｙ，

Ｉ翻ａｉ Ｙ，
Ｓｈｉｎ ｏｋａ Ｔ，

Ａｏｋｉ Ｍ，
Ｋａｓｈｉｗａｇｉ，

Ｋｏ公泌㎜ａ Ｔ，

Ｍｕｒａ１；ａ Ａ，
Ｍｉｙ８次ｅ Ｔ，

Ｋむｒｏｓａｗａ Ｒ．
Ａ Ｓ以ｃｃｅｓｓｆｕ１ Ｃ１ｉ皿ｉｃａ１

Ａｐｐ１ｉｃａｔｉｏ烈 ｏｆ 万ｉｓｓリｅ Ｅ蟻ｇｉｎ魯＠ｒｅｄ Ｇｒａｆ１； ｆｏｒ Ｅｘｔ㌻ａｃａｒｄｉａｃ

Ｆｏαｔａ烈 ０Ｐｅｒａ尤ｉｏｎ：１台α吹η∂１ ｏデ １灼０１羽ｏゴｏ 虚 ０会１？ｄゴｏκ∂８０α１∂ｒ ８αｒ寡θκγ．

２００２； １２５， ４１９－４２０

１７
．
Ｔ
．
Ｈｉｒ８郷８ｔｓｕ，

Ｙ
．
Ｉ搬ａｉ，

Ｒ
．
Ｋｕｒｏｓａｗ８，

Ｙ． Ｔ８汰ａｎａｓｈｉ，
Ｍ
．
Ａｏｋｉ

，

Ｔ
．
Ｓｈｉｎ
’
ｏｋａ，

Ｍ
．
Ｎａ次ａｚａｗａ Ｅｆｆｅｃｔｓ ｏｆ δｉ１篶ｔｉｏなａ１ ａｎｄ 級ｏｄｉｆｉｅｄ

ｕ１ｔｒ８ｆｉ１１二ｒａｔｉｏｎ ｉｎ ｐ１ａｓ狐ａ ｅｎｄｏ尤ｈｅ１ｉｎ－１ ａｎｄ ｐｕ１ｍｏ亙ａｒｙ ｖ８ｓｃ口１ａｒ

ｒｅｓｉｓｔａ峨ｃｅ ａｆ１；ｅｒ ｔｈｅ ｆｏｎ尤ａｎ ｐｒｏｃｅｄ以ｒｅ Ａｎｎ Ｔｈｏｒ８ｃ Ｓｕｒｇ２００２；

７３：８６２－５

１８
．
Ｔ
．
日ｉｒａｍａｔｓな，

Ｙ
，
Ｉｍ８ｉ，

Ｈ
．
Ｋ以ｒｏｓａｗａ，

Ｙ． Ｔａｋａ双ａｓｈｉ，
Ｍ． Ａｏｋｉ，

Ｔ
．
Ｓｈｉ〆 ｏｋａ，

Ｔ． Ｓａｋａ細ｏｔｏ Ｍｉｄ１：ｅｒ鰯 ｒｅｓｕ１ｔｓ ｏｆ ｓｕｒｇｉｃａ１ ｔｒｅａｔ鰯ｅｎｔ

ｏｆ ｓｙｓｔｅ滋ｉｃ ｖｅむｔｒｉｃｕ１ａτ ｏｕｔｆ１ｏｗ ｏｂｓｔｒ篶ｃｔｉｏα ｉｎ Ｆ◎巫尤ａｎ

ｐａｔｉ⑧ｎｔｓ Ａ篶双 Ｔｈｏｒａｃ Ｓｕｒｇ２００２； ７３： ８５５－８６１

１９
．
蘭ｉ㌻ａ卿ａ１二ｓｕ Ｔ，

０ｋ８搬ｕｒａ Ｔ，
Ｉｍ８ｉ Ｙ，

Ｋｕｒｏｓａｗａ Ｈ，
Ａｏｋｉ Ｍ

，
Ｓｈｉｎ

’
ｏｋａ

Ｔ
，
Ｔａｋ８蕊ａｓｈｉ Ｙ Ｅｆｆｅｃｔｓ ｏｆ Ａ㍊尤ｏ１ｏｇｏｕｓ Ｐ１ａｔｅ五⑧ｔ Ｃｏｎｃｅ巫ｔｒａｔｅ

Ｒｅｉ奴ｆｕｓｉｏ汲 Ａｆｔｅ㌻ ０ｐｅ皿 Ｈｅａｒｔ Ｓ篶ｒｇｅｒｙ ｉｎ Ｐａｔｉｅｎｔｓ 概ｔｉｈ

Ｃｏ双ｇ⑧㍑ｉｔａ１ Ｒｅａｒｔ Ｄｉｓｅａｓｅ Ａｎｎ Ｔｈ◎ｒａｃ Ｓｕｒｇ ２００２； ７３： １２８２－５



２０
．
Ｋａｓｈｉｗａｇｉ Ｊ，

Ｉｍ８ｉ Ｙ，
Ａｏ次ｉ Ｍ，

Ｓｈｉな
’
ｏ次ａ Ｔ，

Ｒａｇｉｎｏ Ｉ，
Ｎａ次亀忽籔澱縁

賊 Ａｎ ａｒｔｅｒｉａ１ ｓｗｉｔｃｈ ｏｐｅｒａ１：ｉｏｎ ｆｏｒ ａ ｃｏｎｃｏｒｄａｎｔ ｃτｉｓｓｃｒｏｓｓ

ｈｅ８ｒｔ ｗｉｔｈ ｔｈ⑧ ｃｏ脈ｐ１ｅ１二ｅ ｔｒ８烈ｓｐｏｓｉｔｉｏｎ ｏｆ ｔｈｅ ｇｒｅａ尤 ａｒｔｅｒｉｅｓ

Ｊｏ以ｒｎａ１ ｏデ 朋 ｏ”∂ｏゴｏ 没 ６６ｒ∂ゴｏγ∂３０α１∂グ ８αｒ冨ε１７；．
２００２； １２４：１７６－８

２１
．
Ｓｈｉむ
’
ｏｋａ Ｔ，

Ｉ皿ａｉ Ｙ，
Ｉｋａｄａ Ｙ．

Ｔｒａｎｓｐ１８ 耐 就 ｉ ㎝ ｏｆ ａ

ｔｉｓｓｕｅ－ｅｎｇｉｎｅｅ汐⑧ｄ ｐｕ１ｍｏｎａτｙ ａｒｔｅｒｙ． ハ
修〃 肋 厚１８刀♂ ソφα五刀∂１ ０ｆ

狛 ｄゴｏ夕刀θ． ２００１；３４４：５３２－５３３．

２２
．
Ｉｓｈｉｄａ Ｔ，

Ｉｍａｉ Ｙ
，
Ｘｏｓｈｉｎｏ Ｓ，

Ｈｉｒａ獅ａｔｓ篶 丁，
Ｓｅｏ Ｋ，

Ａｏｋｉ Ｍ，

Ｓｈｉｎ
’
・ｋａ Ｓ．

〔Ｃａｓｅ ｒｅｐｏｒｔ ｏｆ ＣＡＢＧ ｆｏｒ ｐｒｏ９ 焔 ｓｓｉｖｅ ｃ・ｚ ㎝ ・ｒｙ

ａｒ尤⑧ｒｙ ｓｔｅｎｏｓｉｓ ａｆｔｅｒ ２２－ｙ⑧ａｒ ｈｉｓ１；ｏｒｙ ｏｆ Ｋ８ｗａｓａｋ文 ｄｉｓｅ３ｓｅコ．

伽０肋 ６θ姑 一 狛ρ釧θ８θ ％α卿∂１ ０ｆ 肋０蝸０北 ８雌 騨 η．

２００１；５４：８５９－８６２．

２３． Ｎｅ磁ｏｔｏ Ｓ，
Ａｏｋｉ 蜘，

Ｄｅｈ㍊ａ Ｃ，
Ｉ伽ａｉ Ｙ．

Ｅｆｆｇｃ尤ｓ ◎ｆ ｃａｒｎｉｔｉｎ③ ｏ篶

ｃａｒｄｉａｃ ｆ篶αｃｔｉｏｎ ａｆｔｅｒ ｃａｒｄｉｏｐ１ｅｇｉ（； ｉｓｃｈｅｍｉａ ｉｎ ｎｅｏｎａｔａ１

ｒａｂｂｉｔ ｈｅａｒｔｓ． 月刀刀∂１８ ０ガ １乃０１沼ｏゴｏ ３αｒ９θヅス．
２００１；７１：２５４－２５９．

２４
．
Ｓａｋａ独ｏｔｏ Ｔ

，
Ａｏ没ｉ Ｍ

，
Ｉｍａｉ Ｙ，

Ｎｅｍｏｔｏ Ｓ．
Ｃａｒｒ１ｉｔｉ瓜６ ａｆｆｅｃｔｓ ｆａｔ１：ｙ

８ｃｉｄ ｍｅｔａｂｏ１ｉｓ狐 ａｆｔｅｒ ｃａｒｄｉｏｐ１ｅｇｉｃ ａｒτｅｓｔ ｉ烈 瓜⑧ｏなａｔａ１ ｒａｂｂｉｔ

ｈｅａ「ｔｓ． 月刀η∂
１８ ０ｆ ク乃０κ∂０ゴ０ ８α五ｇθｒγ；． ２００１；７１：６４８

－６５３．

２５
・
Ｉ・ ㎝ 坤 ・ Ｙ，

Ｉ臓・ｉ Ｙ・
Ｓｈｉ・
’
・ｋ・ Ｔ，

Ａ・ｋｉ Ｍ，
Ｓ 誠 ・ Ｋ・ Ｃ・・ 鮒 ・ｔｉ ㎝

ｏｆ ｔｈｅ ａｏｒｔａ ８狐ｄ ｖｅｎ１：ｒｉｃｕ１ａｒ ｓｅｐｔａ１ ｄ⑧ｆｅｃｔ： ｓｈｏｕ１ｄ ｗｅ ｐｅｒｆｏｒｍ

ａ ｓｉ㎎１ｅ－ｓ挽ｇｅ 瑚 ａｉｒ？ ［ｓｅｅ ｃｏ㎜ ㎝ｔｓ．コ． ％ 卿 ∂１ ｏデ 肋 燗 ｏ允

虚 ０身１？ゴｙ０ザ∂８０α１∂ｒ ８αｒ厚θヅγ．
２００１；１２２：δ２４一一５２８．

２６
．
Ｗａｔ８Ωａｂｅ Ｍ，

Ｓｈｉｎ
’
ｏ次ａ Ｔ，

Ｔｏｈｙａｍ８ Ｓ，
Ｈｉｂｉｎｏ Ｎ，

Ｋｏｎｕｍａ Ｔ，

Ｍａｔｓ以鰯ｕｒａ Ｇ，
Ｋｏｓａｋａ Ｙ，

Ｉｓｈｉｄａ Ｔ，
Ｉ棚８ｉ Ｙ，

Ｙａ狐ａｋａｗａ Ｍ，
Ｉｋａｄａ Ｙ，

８



Ｍｏｒｉｔａ Ｓ．
Ｔｉｓｓｕｅ－ｅ孤ｇｉｎｅｅｒｅｄ ｖａｓｃｕ１ａｒ ８篶ｔｏｇｒａｆｔ： ｉりｆｅｒｉｏτ ｖｅｎａ

ｃａｖａ ｒｅｐ１ａｃｅｍｅｎ１； ｉｎ ａ ｄｏｇ 狐ｏｄｅ１．
πゴ８８αε 励 厚ゴ刀 θθ”ヅ刀塚．

２００１；７：４２９－４３９．

２７
．
Ｉｓｏｍ８尤ｓ以 Ｙ，

Ｉ㎜ａｉ Ｙ，
Ｓｈｉが ｏ災ａ Ｔ，

Ａｏｋｉ Ｍ，
Ｉｗａｔａ Ｙ．

Ｓｕｒｇｉｃａ１

ｉｎ１：ｅｒｙｇｎｔｉｏれ ｆｏｒ ａｎｏ獺ａ１ｏ篶ｓ ｏｒｉｇｉむ ｏｆ ｔｈｅ １ｅｆｔ ｃｏｒｏｎａｒｙ ａｒｔｅｒｙ

ｆｒｏｍ ｔｈ⑧ ｐ篶１獺ｏ篶ａｒｙ ａｒｔｅｒｙ： ｔｈｅ Ｔｏ炎ｙｏ ｅｘＰｅｒｉｅｎｃｅ． ％ 〃ｚ刀∂１ ｏデ

１乃０１１∂ｏゴｏ 渥 ０会ｒゴゴｏκ∂３０α二Ｚ∂１？ ８α１一厚θ１γ；．
２００１；１２１：７９２一γ９７

．

２８
．
Ｍｏ ㎜ ａ Ｋ，

Ｔａｋ８０ Ａ，
棚ａｔｓｕｏｋａ Ｒ，

Ｉｍａｉ Ｙ，
Ｍｕｔｏ Ａ，

０ｓａ猟ａ Ｍ，

Ｔａ汰ａｙａｍａ Ｍ．
Ｔｅｔ㌻ａ１ｏｇｙ ｏｆ Ｆａ１１ｏｔ ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｗｉｔｈ ｃｈｒｏ㎜ｏｓｏ㎜ｅ

２２ｑ１１．２
ｄｅ１ｅｔｉｏｎ ｉΩ ａｄｏ１ｅｓｃｅｎ１二ｓ ａｎｄ ｙｏ篶ｎｇ ８ｄ以１ｔｓ． ６θηθむゴ０８ ゴη

狛 ∂ゴｏゴηθ． ２
００１；３：５６－６０．

２９
．
Ｆ汕ｊｉ狐ａ次ｉ Ｗ，

Ｉｗ８ｓｈｉｍａ Ｍ，
Ｙａｇｉ Ｊ，

Ｚｈａｎｇ 賊，
Ｙａｇｉ Ｈ，

Ｓｅｏ Ｋ，
Ｉ狐８ｉ

Ｙ
，
Ｉｍ８ｎｉｓｈｉ Ｋ，

Ｕｃｈｉｙａｍａ Ｔ． Ｆ篶なｃｔｉｏｎａ１ 篶ｎｃｏ篶ｐ１ｉｎｇ ｏｆ Ｔ
－ｃｅ五五

ｒｅｃｅｐｔｏｒ ｅｎｇａｇｅｍｅｎ尤 ａｎｄ Ｌｃｋ ８ｃ尤ｉ∀ａ１：ｉｏｎ ｉな ａ籔ｅｒｇｉｃ ｈ篶臓ａｎ ｔｈｙ㎜ｉｃ

ＣＤ４斗 Ｔ ｃｅ１１ｓ． 二１φαγ刀∂
１ ｏ戸 βゴｏｌｏｇゴｏ∂１ ６ゐθ伽ゴ８むグγ．

２００１；２７６：

１７４５５－１７４６０．

３０， Ｈｉｂｉｎｏ 猟，
Ｓｈｉｎ
’
ｏｋ３ Ｔ，

Ｍａｔｓ㍊狐篶ダ８ Ｇ，
Ｗａｔａ双ａｂ⑧ 洲，

Ｔｏｙａ鰍ａ Ｓ，
Ｉ狐８ｉ

Ｙ
．
［Ｃｒｙｏｐｒｅｓｅｒｖａｔ

ｉｏｎ ｏｆ ｖａｓｃひ１ａｒ ｍｉｘｅｄ ｃｅ１１ ｆｏｒ １二ｉｓｓ篶ｅ

ｅ㎎ｉｎｅｅｒｉ㎎ ｉｎ 鮒 δｉｏｖａｓ㎝１雛 ｓ蛆ｇｅｒｙ］． 伽ｏ肋 ６θ舶 一 ％ρ ㈱ 舶

二１φ〃ｒη∂１ ｏデ Ｚゐｏｒ∂ｏゴ６ ８αｒ厚θｒγ．
２００１；５４：４７９－４８４．

３１． Ｓ
ｈｉｎｏｋ８ Ｔ，

Ｉ測ａｉ Ｙ，
Ｍａｔｓｕ磁篶ｒａ Ｇ．

［Ｃｕｒ汐ｅｎ１： ｓｔａｔ以ｓ ｏｆ １二ｉｓｓｕｅ

ｅ㎎ｉｎｅｅｒｉ ㎎ ｆ◎ ㍑ ｈ飢ａｐｅｕｔｉｃ 蝸ｅ１． 雌 理 ｏη 〃刀８加 一 狛ρ 釧θ８θ

ニノδα１：η∂１ ｏデ ０１メηゴｏ∂１ 伽θ∂ゴｏゴηθ．
２００１；５９：１３８９－１３９９．

３２． Ｒｉ
ｂｉｎｏ Ｎ，

Ｉ狐ａｉ Ｙ，
Ａｏｋｉ Ｍ，

Ｓｈｉｎ
’
ｏｋａ Ｔ，

Ｈｉｒａ磁ａｔｓｕ Ｔ．
Ｄｏｕｂ１ｅ

９



ｓｗｉｔｃｈ ｏＰ班ａｔｉｏり ｆｏｒ ｓ哩ｅｒｉ◎仁ｉｎｆｅｒｉｏｒ ｖｅｎ枕 ｉｃ１ｅｓ． 漉 彪 撞 砿

１乃ｏ必∂６ゴｏ ８α㎎移ｒア１． ２００１；７２：２１１９－２１２１．

３３
．
Ｉｍａｉ Ｙ，

Ｓｅｏ Ｋ，
Ａｏｋｉ Ｍ，

ＳｈｉΩ
，
ｏｋａ Ｔ，

Ｈｉｒａｍａ危ｓ似 Ｋ，
⑨脳遜饗 恋。

１）ｏｕｂ１ｅ－Ｓｗｉｔｃｈ ｏｐｅｒａｔｉｏη ｆｏｒ ｃ③河９ｅ亙ｉｔａ１１ｙ ⑧⑧ｒｒｅ⑧穆讐ａ

ｔｒａｎｓｐｏｓｉｔｉｏ巫． ５台吻ゴη∂ｒ８ ゴη
Ｚゐｏκ８６ゴ６ 准 ６多γｄゴｏ灰∂５６泌１易π ８α 昭 像π玖．

月θめ
’
∂¢ｒゴｏ ０参ガぱゴａｏ ８ 岨 蟹多ｒγ 以ηη〃∂１．

２００１；４：１６－３３．

１０



【学会・研究会発表等】

１． 目 比 野 成 俊
、
今 井 康 晴

、
新 岡 俊 治、 瀬 尾禾口宏、

青 木 満
、
渡

辺 学、 小 坂 由 道、 松 村 剛 毅、 岬１１光徳、 森 田真 一郎 ティ ッシ
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身、 筏 義人。 骨 髄細 胞と 生分

解 性 ポリマ ー を用 いた 再生血管 の 経時的 変 化・ 遠 隔評 価．第 ３６
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再生血管治療と臨床経過 ＝第４回再生心臓血管外科治療研究会、

２ ０ ０ ５ 年、 浜 松
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８． 新岡 俊治 再生 弁
「生活習 慣と 遺伝 子疾患」 ２６卜２７３ メ ディ

カ ル レビュ ー刊 ２００２

９
．
Ｇｏｋｉ Ｍａｔｓｕｍ篶ｒａ，

Ｔｏｓｈｉ血ａｒ篶 Ｓｈｉポ ｏｋａ．
Ｃユｉｎｉｃａ１ Ａｐｐ１ｉｃ８尤ｉｏｎ ｏｆ

Ｔｉｓｓ篶ｅ－Ｅ烈ｇｉｎｅｅｒ⑧ｄ Ｂ１ｏｏｄ Ｖｅｓｓ８１ｓ ： Ｃａｒｄｉ◎ｖａｓｃｕ１ａｒ Ｒｅｇｅ双⑧ｒａ尤ｉｏΩ

Ｔｈｅτ８ｐｉｅｓ Ｕｓｉｎｇ Ｔｉｓｓ以ｅ Ｅｎｇｉ双ｅｅｒｉｎｇ Ａｐｐｒｏａｃｈ⑧ｓ ，
１０５
．
２００５
，

Ｓｐｒｉむｇｅｒ－Ｖｅｒｌａｇ Ｔｏｋｙ◎，
Ｈ
．
Ｍｏｒｉ，

Ｈ
．
Ｍａ毛ｓｕｄａ ｅｄｉｔｉ０Ｒ

１Ｏ． 松 村 剛 毅、 新 岡 俊 治、 黒 澤 博身．心臓 血管外 科 の再 生治療の 基礎：

朽



Ｃａｒｄｉｏｖａｓｃ似１ａｒ Ｍｅｄ－Ｓ以ｒｇ，
６
，
３
，ｐ
６４
．
２００４

１１． 松 村 剛 毅、
新 岡 俊 治． 弁 の 再 生 医 療 … 現 代 医 療、

３６
，
１
，ｐ
２３
．
２００４

１２． 松 材 剛 毅、 新 岡 俊 治、 目 比野成 俊、 黒 澤博 身、 松 困晶二郎、 高橋

文丈、 筏義 人． 骨 髄細 胞を用 いた 再生 血管治療 と臨床 応用…第３ 回

再生心臓 血管 外科治療 研究 会、 ２００４ 年 ２月、 福 岡

１３． 松 村 剛 毅、
新 岡 俊 治

、
目 比 野 成 俊

、
内 藤 楯 次、 村 田 明、

東 隆
、
黒

澤 博 身． 骨 髄 細 胞 に よ る Ｔｉｓｓ鵬 Ｅ㎎ｉｎｅｅｒｅｄＶａｓ㎝１ａｒ Ａ耐ｏｇｒａｆｔ：

第 ２ 回 再 生 心 臓 血 管 外 科 治 療 研 究会、 ２００３ 年５月、 札 幌

１６



【総説】

１． 小 坂 由 道、 松 村 剛 毅、
新 岡 俊 治 血 管 再 生 医 学 の 臨 床 応 用

Ｍｅｄｉｃａ１ Ｖｉｅｗ Ｐｏｉｎｔ ２５：４．
２００４

２． 小坂由道、 新岡俊治 自已骨髄細胞を用い
た再生血管移植 医学

の あ ゆ み ２１０： ２１５－２１６

３． 松 村剛 毅、 新 岡 俊 治 弁 の 再生医療 現代 医療３６：２３－２７言２００４

生 目比野成 俊、 新 岡俊治 バイ オ人 工血管
バイ オマテリ アル

２００４

δ． 市 原 有 起、
松 村 剛 毅

、
新 岡 俊 治、 黒 澤 博

身 生 体 弁 の ｔｉＳＳｅ以

ｅηｇｉｎｇ⑧ｒｉｎｇ Ｃａτｄｉｏｖ８ｓｃ篶１ａｒ Ｍｅｄ－Ｓｕｒｇ ７： ３１７－３２０．
２００４

６． 新岡俊治 骨髄細胞を使用 する再生血管移植の臨床 外科学会

雑 誌 １０５： ４５９－４６３， ２００盗

７． 内藤 祐 次、 新 岡 俊治、 松 材 剛毅 生体吸収性ポリマー を使用 する再

生 血 管 の 臨 床 応 用 高 分 子 ５３：１５３－１５５． ２００４

８． 松村剛毅、 新岡俊治 骨髄細胞を用 い
た再生血管移植の臨床例

炎 症 と 免 疫 １２：１５４一蝸８．
２００４

９． 新 岡 俊 治、 今 井 康 晴、 渡 辺 学、 松 村剛毅、 小坂由道、 胃 比野成

俊 再 生血管 移植 の基 礎 整形 ・ 災害外科 姐：１６１－１６７． ２００１

１０． 新 岡 俊 治、 今 井 康 晴、 渡 辺 学、 松
村 剛 毅、

小 坂 由 道
、
貝 比 野

成 俊、 村 田 明 再 生 血 管 の 臨 床 応 用 外 科 ６３： ３０４－３１０． ２００１

１１． 新岡俊治、 今井康晴 心臓血管外科の再生医工学 分子心
血管病

２：１７－２４．
２００１

１２． 保 々 恭 子、 松 村 剛 毅、 新 岡 俊治、 黒澤 博
身、 バイ オ人 工血管 の

臨 床 応 用 ：Ｖａｓ ㎝１ａｒ Ｂｉｏ１ｏｇｙ ＆ Ｍｅｄｉｃｉ鵬、
５
，
６
， ｐ
５９
，
２００逐

１７



１３． 保々 恭 子、 松 村剛 毅、 新岡 俊 治． バイ オ 人 工血 管 ＝医 療用マ テ

リ ア ル と 機 能 膜、 １１９． ２００５

１４． 松 村 剛 毅、 新 岡 俊 治、 黒澤 博身． 心 臓 血管 外 科の 再 生 治療 の 基

礎 ： Ｃａｒｄｉｏ 惚 ｓ ㎝ １ａｒ Ｍｅｄ－Ｓ篶 ㎎ 、
６
，
３
，ｐ
６毎
，
２００４

１５． 新 岡 俊 治、 黒 澤 博 身、 長 津 正芳、 松 村 剛 毅、 小 坂由 道、 小沼 武

司、 目 比 野 成 俊．
心 臓 血 管 外 科 の 再 生 治 療 の 臨 床 ：Ｃａｒｄｉｏｖａｓ㎝１雛

Ｍｅｄ－Ｓ 岨 ｇ，
６
，
３
，Ｐ
７０
，
２００盗

１６．保々恭子、新岡俊治 瑳養λ 工並 夢 倣８脇 励ｇ加θガ螂 倣∂助

分 子 新 血 管 病 学 ２００６； ７：５：７６１－６８

、８



３． 研 究 成 果

１． 研 究 計 画 と 成 果 の 概 要

は じめ に

ここでは本研究全体の理解を深めるため、 まず研究計画および成

果の概 要 を解説 する。 Ｔｉｓｓ鵬 Ｅ㎎ｉｎｅｅ虹㎎ の研 究背景 お よびそ の歴

史的推移、 杜会的な意義や位置づけについて説明 し、 この分野の現

状と研 究胃 的を 明確に する。

魑
組織 工 学（Ｔｉｓｓ鵬 Ｅ ㎎ｉｎｅｅκｉ㎎）は、

工 学（亙 ㎎ｉ鵬 飢ｉｎｇＳｃｉｅｎｃｅ）と 生

物 学（Ｂｉｏ１ｏｇｉｃａ１ Ｓｃｉｅｎｃｅ）を 伴 に 応 用 し た 学 際 的 な 新 し い 概 念 で、 吸

収速度の制御が可能な生体吸収性ポリマーを足場と して培養細胞 か

ら目的組織を作成しようという新しい学際的研究分野である。 歴史

的には １９８０ 年代後半に臓器移植医療における臓器提供者不足カミ深

刻 化 して い る 米国 で提 唱さ れた。 そ の最 大の 利 点と して は播 種。
生

着した細胞が細胞外間質を完成させた 時点で昆場と してのポリマー

カミ完全に生分解され， 移植後長期
的な異物の残存を認めないという

点 に あ る。 既 に
皮 下 細 胞 を 用 い た πｉｓｓｕｅ Ｅｎ裏ｎｅｅ鵬ａ Ｓｋｉｎ Ｇ 蝸 乱 は

実 用 段 階 に あ り、 臨 床 に お い て 数百 例 の移植カ
ミ施行 さ れて いる。 心

臓血管外科、 特に小児 心臓血 管外科領域における理想 的な補填 材

料・人工血管は未だ発展途上にあり、 移植後長期にわたる生体適合

性、 成長能を有し、 移植後の再手術が不要である生きた補填物の開

発 が模索 さ れている。 我々 は既 に １） 雑 種 犬にお いて、 組織 工学
的手
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法 を 用 い て 自 已 の 静 脈 壁 細 胞 か ら な る Ｔｉｓｓｕｅ 腕 ｇｉｎｅｅ鵬ａ Ｖａｓｃｕ１孤

Ａ 耐ｏｇｒａ免 の ｉｎｖｉｖｏ で の 作 成 に 成 功 し て お り、
２）２０００ 年 ５ 月 以 降

、

東京女子医科犬学倫理委員会の承認下に患者家族の十分なイ ンフォ

ー ム ドコ ンセ ン トを得 た後、 ４０名 以上 の患者 にこの 方法 による 血行

再建を行っ てい る。

研究の目的

これま でに心臓血管外科領域においては、 生体適合性および成長

する可能性 を有する素材と して、 自已心膜や凍緒保存同種組織が多

くの施設で臨床使用されてきた。 しか しなカ
ｓら前者は採取量に限界

があること、 後者は臓器提供者不足による慢性的な供給不足が間題

と なって いる。 さ ら には、 こ れ らの素 材カ
ミ遠 隔期 にお いて成 長 した

こと を示 す明 確な エ ビデ ンス はな い。 その た め、 組織 工学的 手 法を

用 いた生体補填材料の開発カミ現在国内外で急 ピヅチで進められてい

るむ 我々は既に組織工学的手法を用いて自己細胞として末梢静脈
壁

細 胞 を 用 い た Ｔｉｓ鋤ｅ 腕 ｇｉｎｅｅκｇａ Ｖａｓｃｕ１ａｒ Ａｕｔｏｇ蝸 筑 に よ る 肺 血 行

再建の臨床例を経験した。 具体的には、 自己細胞 （末梢静脈壁細胞）

を播 種 した 生体 吸収性 ポリマ ー を用 い て自已血 管 をｉｎ ＶｉｔｒＯ で 作成

し、 体 内へ の移 植後 は、
生 体吸収 性 ポリ マーカミ完全 に分解 ・ 吸収 さ

れ た 時 点 で 自 己 細 胞、 間 質 の み
か ら 構 成 さ れ る Ｔｉｓｓｕ⑧ Ｅｎｇｉｎｅｅπｅｄ

Ｖ鎚 ㎝１ａ汐 Ａｕｔｏｇ蝸銑 カ
ミ血 行 を 担 う こ と に な る。 し

か し、
自 己 の 末 梢

静脈壁細胞 は全身麻酔下に採取ぜねぱならず、 また細胞培養にも非

常 な手間カミかかり、 場合 によ って は細 胞増 殖カ
ミ不十 分 なた め、 細 胞

採取のた め の再手 術を 余儀なく され るこ とカミあ る。
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本研 究の 貝 的 はこの 成 果 をさ らに発 展 させ、 より採 取が 容易 で、

血管細胞への分化能をもった骨髄韓細胞を自已細胞と して用いて臨

床応用可能な補填材料・人工血管を作成 し、 既存の手法の問題点を

解決することである。 骨髄幹細胞を用いたこの分野での研究は過去

になく、 ま た 骨髄 幹細 胞 の生 分解 性 ポリマ ー への 接着、 ポリ マ ー 上

での分裂 増殖能 の研 究 は不可欠 と 思われる。
慧

この研究の学術的特色 独創的な点及 び予想される結果と意義

組織工学では体内で徐々に分解吸収される素材を細胞の足場とし

て用 い、 細 胞カ
ミ細胞 間質 蛋白 質を産 生 した段 階で吸収 消失 するた め、

組織が完成 した段階においては組織内に異物は残存しない。 生分解

性ポリマーのシー トに末梢血幹細胞を播種する事により同細胞の生

分解性ポリマーへの浸潤 を誘導する。 骨髄幹細胞ほ種々の細胞への

分化能を有するために、 血流を担う部位に移植された同細胞は血管

組織の再生を起こすと予想される。

我々カ溺 在まで自己細胞として末梢 静脈を使用 し危理由は、 １）

血管組織は主と して内皮細胞・平滑筋細胞・線維芽細胞で構成され

て いる こと、 ２） 末梢 血 管壁 は これ らの細 胞を含 む こと、 ３） 末 梢 静

脈 は採 取 する際 に患者 の負 担を少 なく できる こと の３つ である。

自已細胞と して骨髄幹細胞を用いることの利点は、１） 従来の組織

工学 の手 法にお ける約 １０ 目間 のｉｎｖｉ倣ｏでの細 胞 培養 の課 程を省 略

可能 で、 より簡便、 より 安価 に施 行可能 である こと、 ２） 幹細 胞 であ

るの で血 管 のみ な らず、 心 筋・ 心臓 弁 ある いは 骨・ 軟骨 ・腱 ・靱 帯

などの組織への再生が可能で応用範囲が広いこと、３） 末梢血幹細胞

幻



を自 已細 胞 と して用 いる 場合 に比較 して、 細胞 増 殖能
が強く、 血管

形成カ浪 好であると考完られる。麹
本研究の当面の目的は静脈系における生体適合性、 成長能を有す

る自已血管組織の再生と、 臓器提供に頼らない凍結保存同種組織の

開発である。 生体吸収性ポリマーを応用 した組織工学による人工血

管作成の試みは国内外で行われているが、 自已細胞として骨髄幹細

胞からなる人工血管の開発研究は国内では皆無である。 我々 は種々

の 紬 胞 に 分 化 可 能 な 骨 髄 幹 細 胞 を 用 い て、
砧ｓｓｕｅ Ｅｎｇｉｎｅｅ正ｅａ

Ｖ鎚 ㎝１ａｒ Ａｕｔｏｇ醐筑 の 作成が 可能で あると 考完て い る。 さ ら に、 こ

の技術の応用によって、 臓器提供者不足が問題となっている凍結保

存同種組織の開発淋、 将来的には虚血性心疾患に対するバイ
パス手

術用の小口径人工血管の開発も期待される。
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過去の関連研究費

種別 科学研究費 基盤研究 （Ｂ） （２）

研究代表者 今井康晴

題名 自已細胞と吸収性ポリマーを用いた組織工学による

心血管用 補填材料の開発、 応用

期 間 平成 １０ 年 ～１１ 年

研 究経費 平成 １０ 年 度分と して ７，７００ 千円

平成 ｎ 年 度 分と して １，９００
千円

研 究成果 新 岡俊 治、 今井康 晴、 高梨 吉則 １ 組織 工学によ る自

己肺動脈作成：第５１回目本胸部外科学会 優秀演題

受 賞、 東京、 平成 １０年 五０月 ３ 貝

種別

研究代表者

題名

期間

研究経費

研究成果

科学研究費 基盤研究 （Ｃ）

渡辺 学

組織工学的手法を応用 した、 自己組織の再生と凍結

保存同種組織の開発

平成 １２ 年 ～１３年

平成 １２ 年 度分と して １，１００ 千円

平成 １３ 年度 分と して １，２００
千円

渡 辺 学、 新岡俊 治、 遠山悟 史、 目比野 成俊

今 井 康 晴
、
岬１１光 徳

、
筏 義 人、 森 田 真

一 郎 １Ｔｉｓｓ以ｅ

ｅｎｇｉ鵬 鵬 ａｖａｓｃ奴１班 ａｕｔｏｇ亙ａ筑 の 経 時 的 遠 隔 期 価 ：

第 ５３ 回 目 本 胸 部 外 科 学 会 優 秀 演 題受 賞、 犬 分、

平成 １２ 年 １０月 ２７目
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その他の研究成果

２０００年 ５月以降、 東京女子医科
犬学倫理委員会の承認下に患者家

族 の十分 なイ ンフォー ム ドコ ンセ ン トを得た後、 ４７名 の 患者 に自已

静脈細胞を使用 したティッシュエ ンジニアリングによる肺および静

脈血行再建 を行っている。 本方法による血管移植の第
’例目は世界

で も 初 の 臨 床 応 用 例 で あ っ た。 ２００１ 年 の
Ｎｅｗ Ｅｎｇ１ａｎａ Ｊｏｕ㎜ａ１ｏｆ

Ｍｅａｉｃｉｎｅ の 論 文カ§掲 載 さ れ た。

ま た、 骨 髄 細 胞カ
ミ再 生 血 管 の 形 成 に 関 与 す る こ と の 証 明 に て

Ｃｉｒｃｕ１ａｔｉｏｎ に、 そ してこ れら の臨床応用 に 関 して Ｂｉｏｍ 娩 曲
１ｓ に

論文添掲 載 された。

艶
骨髄幹細胞と生分解性ポリマーによる血管組織の形成が可能であ

る ことカミ証 明さ れた ため、 次 に再 生血 管 を作 成す る にあた り、 より

簡 便な 方法 を追 求 し、 同 一の 結果 が得 られ る こと を 証明 する。 具 体

的 には、 培 養液、 異種
動 物 の血清 を使 わ ない こと、 成長 因子 を使用

しない 等 であ る。 作製 方法 を簡便 に する こと は、 感 染 の危 険性、 誤

操作、 コス ト面 を考慮 した 場合、 臨床 的 にも 重 要 で
あり、 ま た 将来

本 法 にタ る再 生 血管作 成カミ普及 した 場合 に も重 要と な る。 さ らに、

理想的な生分解性ポリマーの作成、 および安全性を検討しする
こと

である。 現在、
ボリ グリ１コール酸 による 生分解 性 ポリマ ーを移 植 し、

２年以上の生存犬も得られ、 組織形成も問題なく 行われた。 今後は

さらに移植後の他臓器への影響等を実験的に検討する予定である。

施 設設備 面 では、 吸引 した 細胞 を処理 する
た め のク リ ー ンベ ンチ、

２４



骨髄幹細胞を播種した生分解性ポリマーを一時的に保管するための

イ ンキュ ベ ータ、 外科 的 に 再生血 管 を移植 す るた め の動 物 実験 室、

生存犬を管理する実験動物舎カミあり、 またそれに携わる技師カ
ミ配置

されている （東京女子医科犬学内、 旧目本心臓血圧研究所研究部）。

また、 免疫組織学的検討を行う病理部門も併設している、 再生血管

の生カ学的検査 （張カ） を行うための張カ試験器、 さら紅薬物負荷

に対するカ 学的検査を行うためのセ ンサー、 トラ ンスデューサーを

完備 して いる。

研究計画

１） ｉｎ Ｖｉ∀Ｏ 実 験

動物実験による骨髄幹細胞の播種方法、 処理条件の確立および至

適 ポリ マ ーの 探 究を行 う。 実験 動物 と して をイ ヌ を用 い、 骨 髄幹細

胞 を採 取す る（２－４ｍ１／㎏）。 Ｆｉｃｏ１！ 法に より、 骨 髄単核 球綱胞 を採 取

し、 そ れをス
ポ ンジ状 のポリ勿プロノラクトンとポリ 乳酸 か らなる共 重合 体

ポリ マ ー を補 強 材 で ある添竈リダリコｒン酸 に塗 布 したハ イ ブリ ッ ドポ リ

マ ー （８×１０脳） に得 られた骨 髄単核 球細 胞を播 種 する。 こ れをイ ン

キュベー タ内 にて保 存液 申に浸 した 状態で １－２ 時間 培養す る。そ の

後、 宥開胸下にイヌの下大静脈に骨髄幹細胞 を播種した再生血管を

移植 する。 今圓 は、 １， ３， ６ケ月 抗凝 固剤 を使 用 せず 経過観 察する

予 定であ る。

従来の研究にて、 骨髄細胞と生分解性ポリマーにより血管 （８㎜）

淋 作成 でき る こと を証 明 したが、 そ の 際、 補 強材 と して吸 収期 間 の

長 い ポリ⑫乳酸 を使用 してい る。 今 回 は吸収 期 間の 短 い添リダリコール酸
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で の検 討を 行う こと、 そ して、 骨髄 単核 球細 胞 のみ での 組織形 成 が

従来のものと変わらないことをまず第一に確認する。 吸収期間の短

い生分解性ポリマーを使用 することにより、 体内にてポリマー （異

物） の残存期間を短くすること、 そして自己紬胞による組織形成を

早く す ることカミ大き な 員的 である。 骨 髄単核球 細胞 を使用 するの は、

必要とされる血管前駆細胞 を簡便により選択的に採敢するためであ

る
。

２） 再生組織の組織学的検討および骨髄単核球紬胞の追跡、 同定

組織 学的 検 討にお いて は、 一 般染 色 （ＨＥ、 マ ッ ソ ン染 色、 ビク

トリ ア ブルー 染 色） を 行い、 さ らに 内皮 細胞 を 同定 するた め の

ｆ８ｃ切ｒＶＨＩ 染 色、 ＣＤ１蝿 染 色、 ａｃｅｔｙ１｛ＤＬ に よ る 染 色 な ど を 行 う。

ま た、 血 管 平 滑 筋 細 胞 を 同 定 す るた めの αアク チ ン、 分化 した 血管

平 滑 筋 細 胞（町ｏｓｉｎ ｈｅａｖｙ ｃｈａｉｎ） を 同 定 す る た め に Ｓ阻 お よ び Ｓ鵬

を、 さらに未分化な血管平滑筋細胞を同定するために Ｓ脆施 の各抗

体により染色をおこう。 これにより組織内での分化を検討すること

が可能 となる。

播種する骨髄単核球細胞 を生体内にて追跡するためには、 播種前

にＣＦＤＡ
）
ＳＥに て染色 する。 こ れにより 生体 にて播 種し；た 単核 球細胞

が分裂・増 殖 した 際、 細胞 質 にＣＦＤＡ，ＳＥ を持って いるた め他 の細胞

と識別 さ らに 追跡 する こと が でき る。 ま た、 可 能 であれ ぱ 単核 球細

胞にＧＦＰを導入 し、 生体 内に て追跡 すること も検 討 して いる。
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３） 生化学的、 分子生物学的、 生カ学的検討

再生血 管 の組 織中 のコ ラ ー ゲン、 エ ラスチ ン、 カ ル シウム 濃度 の

測定 を行う。 ま た、 経 時的（１，３，６ケ月 毎）に再 生血管 中の
ポリ マ ーの

残 存量 （分 子 量） を測 定す る。 張カ試 験に関 しては、 イ ンス ロン１張

カ検査機を用いて作成された組織の最大張カを測定 し、 作成された

再生血管の経時的検討を行う。 自已の同じ部位の組織 （下大静脈）

と比較検討 し、 生分解性ポリマーカ
ミ完全に吸収されないとき （１ヶ

月） および吸収された時点 （３， ６ヶ月） での組織の強度を比較検

討する。 再生血管の薬理学的検討を行うために、 再生血管をアセチ

ノレコリ ンにて 刺 激 し、 ＮＯ の 産生能 の有無 を検討 する。 アイ ソ トζ ヅ

ク変位計に固定した正常血管壁 （内皮細胞 （一）） を用い、 その血管

をノ ルア ドレナリ ンにて 収 縮さ せ、 そ の 後、 別 のチャ ン
バ ー にて 再

生血管をアセチルコリ ンにて刺激し、 正常血管カ
§弛緩するかを検討

する。 さらに再生血管自身カ洞 様の方法にて薬物刺激により収縮、

さ らに弛緩 する か否 か を検 討する。 ま た ｅＮＯＳ の産 生を 狐㎜Ａ レ
ベル

に て 検 討 す る た め に Ａｇｉ１ｅ鮒 ２１００ ｂｉｏａ鯛１ｉｚ飢 を 用 い て ＲＴ－ＰＣＲ を

行 い 検 討 す る。

さらには、 骨髄単核球細胞を播種した場合と播種昔ず生分解性ポ

リマーのみを移植 した場合の比較実験を行う予定である。
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